公衆衛生　様式7-2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　集団健康教育結果（実施と評価・感想）
主題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実習場所　　　　　　　　　　　　　　　　　実施日　　　　年　　　月　　　日　　　曜日　　　　　　　　　　　学籍番号　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　
	当日の役割：
	評　価　項　目
	評　価

	【実施と評価】
【感想】

	
	5：そう思う

4：ややそう思う

3：どちらともいえない

2：あまりそう思わない

1そう思わない


	
	1．地域における健康教育の位置づけは明確だった。
	5
	4
	3
	2
	1

	
	2．集団健康教育の目標・テーマは明確で適切だった。
	5
	4
	3
	2
	1

	
	3．集団健康教育の内容と導入は適切だった。
	5
	4
	3
	2
	1

	
	4．学習内容の順序は適切だった。
	5
	4
	3
	2
	1

	
	5．学習内容に適した方法を計画できた。
	5
	4
	3
	2
	1

	
	6．時間配分は適切だった。
	5
	4
	3
	2
	1

	
	7．役割分担は適切だった。
	5
	4
	3
	2
	1

	
	8．チラシ（パンフレットなど）は興味や関心をひくものだった。
	5
	4
	3
	2
	1

	
	9．チラシ（パンフレットなど）に必要事項が記載されていた。
	5
	4
	3
	2
	1

	
	10.学習内容は理解しやすいように説明できた。
	5
	4
	3
	2
	1

	
	11.教材・教具の提示および使用は適切だった。
	5
	4
	3
	2
	1

	
	12.参加者の発言を正しくとらえ適切な対応ができた。
	5
	4
	3
	2
	1

	
	13.参加者への配慮ができた。
	5
	4
	3
	2
	1

	
	14.参加者全体の反応を確認しながら健康教育を進めた。
	5
	4
	3
	2
	1

	
	15.関係者と連絡・調整が適切にできた。
	5
	4
	3
	2
	1

	
	16.反省会は評価により改善点や工夫点などを列挙できた。
	5
	4
	3
	2
	1

	
	17.グループ内で計画的に準備を進めることができた。
	5
	4
	3
	2
	1

	
	18.グループ内で意見交換しながら準備できた。
	5
	4
	3
	2
	1

	
	19.グループで決めた役割を十分果たせた。
	5
	4
	3
	2
	1

	
	20.健康教育における保健師の役割について認識することができた。
	5
	4
	3
	2
	1


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　九州看護福祉大学　看護学科


